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論文内容の要旨

ウインドランダはイングランド北部に残るローマ軍の要塞の遺跡であるO ここは， ローマ帝

国北部国境地帯を守った軍隊の駐屯跡がはっきりと観察できるところであるばかりでなく，薄

い木板にインクで書かれたラテン語の手紙など，ローマ時代の文書が大震に発見されたことで

知られる。本論文は， 筆者が2002年におこなったこの遺跡に関する調査・研究の成果の一部

であり，遺跡の歴史と発見された木板文書について現段階で筆者が得ている情報を整理し，ま

た文書を通してみえる帝国北部辺境地帯の実態を論じたものである。

ウインドランダ文書から知られる世界は，属州出身のローマ軍兵士が生きた帝国辺墳の空間

である。彼ら兵士たちは，地元のブリトン人を他者として差異化して得られる自己理解を持ち

つつも， しかし排他的に「帝国」の支配を押しつけていたわけではなかった。ウインドランダ

が位置する北部辺境地帯では，そしておそらく属州ブリタンニア全体にわたって， rローマ人」
と「非ローマ人」などという単純な二項対立や近代的な民族概念には耕染まない，アイデン

ティティの流動的で可変的な世界が成立していたと考えられる。

はじめに

ウインドランダは，イギリスのイングランド北部，ノーサンパランド州にあるローマ軍の

要塞の遺跡であるO ここでは，帯政期の北部国境地帯を守ったローマ軍の砦の跡、が見られる

だけでなく，他に類例をみない大量の木板文書が出土した。この木板文書は，わが国でも日

本古代史・考古学や中国古代史を研究する方々が木簡や竹筒との比較の観点から関心を寄せ

ており，世界史的にも有意義な研究対象となっている。

私は，数年前からおこなっているローマン・ブリテン(ローマ帝国属州、!となったブリテン島)

の研究の一環として，またローマ時代のリテラシーに関する研究との関連で， この遺坊や出

土文書に関心を持っていた。すでに 1996年夏に遺跡を訪れたこともあった。 しかし， その

後本格的に研究する機会なく過ごしていたが， ようやく 2002年夏に文部科学省(日本学備撮

興会)科学研究費と高梨学術奨励基金の調査助成を得て遺跡を再訪し， 同年の夏季のわずか

な期間ではあったが， この遺跡の研究に初めて正面から携わることができた。本稿は， この
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時に得たささやかな知見を整理するために書いたものである。内容は主としてウインドラン

ダ遺跡の歴史と出土した木板文書に限ったが，それらもまた，今後の本格的な研究のための

いわば序論に過ぎない。

2002年 8月のウインドランダ訪問の際は，あらかじめ連絡を取って，発掘活動の責任者

であるロビン・パーリ一博士に面会し話を伺った。 博士は親切にもすべての遺跡敷地を案内

し， とくに発掘現場では出土物をいちいち見せながら解説してくれた。また，博士とその研

究協力者である夫人のパトリシアさんは，出土したばかりのものを合めて多くの遺物を彼ら

の研究室で見せ，発掘の状況を諮ってくれた。さらに，同年夏にはオックスフォード大学古

代文書研究所 (Centrefor the Study of Ancient Documents， University of Oxford)を再訪する

こともでき，ウインドランダ出土文書のデジタルイメージっくりに尽力されたジョン・ピ

アース博士からも話を開くことができた。この時は， ピアース博士だけでなく，同研究所の

フェローであるチャールズ・クラウザ一博士からも貴重な情報を得た。本稿では， こうした

調査から得られた情報はまだ充分いかすことができていないが，今後の研究において紹介・

検討してゆきたいと考えている。

今回のウインドランダ研究では，私自身が歴史学者であるゆえに理解や対応が及ばない部

分があることを考慮して，考吉学者であるケンブリッジ大学のジリアン・カ一博士に研究の

援助をお願いした。博士には考古学的研究の情報を整理することを依頼したが，本誌に同時

に掲載される博士の論文は，その成果の一部である九

ウインドランタゃについては，わが国では日本吉代史・考古学の専門家である田中琢氏が遺

跡と出土物に関して早くに紹介文を執筆された九また，中国史の籾山明氏も漢代辺境を

扱った著作でウインドランダ遺跡を紹介しておられる3)。ただ， これらの業績は，両氏の専

門の関係から，ウインドランダについて書かれた英語の書物を参考にされたものであるO 一

方， 臼本のローマ史研究者がこの遺跡にまとまって言及したのは，管見の限り，私自身が書

いたささやかなエッセイが最初であろう九私はまた，この遺跡と出土文書に関わるアラ

ン・ボーマン博士(現オックスフォード大学古代史教授)の研究書を評したことがある 5)。最近

になって，島田誠氏が文書をボーマンの編集したテキストで利用しつつ論文とエッセイを発

しておりの，ウインドランダはようやく日本のローマ史研究者からも関心が寄せられるよ

うになってきたといえよう O

後述するように，木板文書はそのかなりの部分がボーマンらによってテキストとして刊行

され，近々増補された新版のテキスト (TabulaeVindolandenses 111)が出るものと思われるO

発掘についても，ウインドランダ・トラストのホームページ(www.vindolanda.com)に随時

最新経過が掲示されるので， 日本にいてもかなりの情報は入手できる。しかし，ウインドラ

ンダ文書は，その特殊な性格から見て，発掘まではゆかなくとも，少なくとも現場を詳細に

観察し発掘に携わる担当者の話を聞かなければ， これを史料として利用する研究論文は執筆

すべきではないと私はかねてより考えていた。考古学者ではなく，また依然として発掘に携
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わったことがない私が，そうした立場のままでウインドランダを語るのは無謀かもしれない

と恐れつつ， しかし今回は審物を読んだ机上の作業だけではないと愚考して，あえてわずか

ばかりではあるが， この報告書を草することにした。ペーパー・アーケオロジストのレヴェ

ルにも達していないかもしれないが，今後歴史学者としての立場から研究を重ねることに

よって補ってゆきたい。

なお，本稿は，おおむね知見の整理にとどめるO 以下で述べることとほぼ同じ内容の情報

を基にして，ウインドランダの意義，そしてウインドラン夕、、から見えるローマ帝国について

述べた文章が，近刊予定の拙書 F海のかなたのローマ帝国J(岩波書底刊)に所収されるO 私

のローマン・ブリテン観の一端もそこで明らかにされるので，あわせてご参照いただければ

である 7)。

第 1章 ウインドランダの歴史

イングランド北部の中心都市，ノーサンパランド州のニューカスルは，かつては豊富な石

炭資源をもとにした重工業や造船業などで栄えた都市であったが，現在では大学や観光，そ

してショッピングで知られる町となっているO その観光の目玉の一つが， ローマ時代の防壁

や要塞の遺跡だ。

ニューカスルは， ローマ時代に騒がつくられ， ポンス・アエリウス(，アエリウス橋J，すな

わち皇帝ハドリアヌスの橋の意〉と呼ばれたところであるが，現在では整備された史跡として，

市の東部にセゲドゥヌム(現ウオールゼンド Wallsend)遺跡，そして東南のタイン川河口に

かなり近い位置にアルベイア(現サウス・シールズSouthSields)遺跡があって， 多くの見学

者でにぎわっている O また，ニューカスル・アポン・タイン大学の古代博物館には，市の周

辺から出土したローマ時代の遺物がたくさん展示されているO さらに， この都市は市の周辺

の史跡観光のみならず，かの fハドリアヌスの長城」見学の重要な玄関の役割を果たしてい

る。「長城Jの東端に近いこのニューカスルから，西端近くのカーライル市まで，鉄道だけ

でなく，夏季には見学者のためにローマ遺跡をめぐる「ハドリアヌスの長城パスJが走って

いるのである O

ハドリアヌスの長城は，紀元2世紀の前半に，現在のニューカスル東方のウオールゼンド

からカーライルの商， ソルウェイ湾に臨むボウネスまで，ブリテン島を横断する形で 117キ

ロメートルにわたって作られた防壁であるO スコットランドから軍勢を引きあげたローマは，

帝国の支配に服しないブリテン島北部の諸部族の攻撃から属ナi'Iを守るため，長大な壁を作り

上げた。今日その名を残すように， この紡壁の建造を命じたのは五賢帝第3番目のハドリア

ヌス(位 117~ 138年)で，おそらく 122年頃に皇帝自身がブリテン島に来て，建造を命じた

と考えられている O もっとも， これを古代の文献で今日に伝えているのは，古代末期に書か
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れた皇帝伝記集「ローマ皇帝群像JI(HistoriαA昭郎tα)だけで，その「ハドリアヌスの生涯」

第 11主主に I(ハド 1)アヌス帝は)長さ 80ローマ・マイルに及ぶ， 蛮族とローマ人を隔てるた
めの防壁 (vallum)を初めて築いたJと記されている O

この防壁は， 東端のウオールゼ、ンドからアーシング)11 (Willowford Bridge) までの約 67

キロメートノレはお造りで，それより西方は芝土でできていた。長大な防壁にはローマ・

マイル(約 1480メートル)ごとに見張り所が作られ， また軍を駐屯させるための大規模な要

もいくつか設けられた。それらのうち， ハウスステッズ (Housesteads) やコーブリッジ

(Corbridge)， チェスターズ (Chesters)などの要塞が，今日もかつての規模を示すことがで

きる程度に遺跡として残っている。防壁そのものは，現在では石材が失われたり土砂に埋

まったりして往年の規模は直ちには実感できず，丘陵地の稜線を走る長城の美しい姿を眺め

ることができる場所も限られているが， された当時は，石造防壁の高さが約4.5メート

ル， J早さ 3メートル，芝土でできたものは厚さが6メートルもあったようであるO 紡壁の外

側には V字型に深い溝が掘られていた。

このような大規模な紡壁は，他に大陸でライン川上流地域とドナウ)11上流地域とを結ぶよ

うに作られた防壁(リメス)などが知られるが， ハドリアヌスの長城のごとく堅牢なもので

はない。ハドリアヌスの長城を実際に建造したのは， ブリテン島に駐屯したローマ軍の兵士

たちであり，完成したのちも，窟j、1'[を守るために， この長城に沿って多くの兵士が駐屯した。

イングランド北部のこの防壁とその潤辺に投じられたローマのエネルギーと資金は莫大なも

のであったと考えられるO

長城のあるノーサンパランドからカンブリアにかけての地域は， 緯度 55度ほどで， 極東

では日本よりはるか北， サハリン(樺太)の北端部に当たる。気候は厳しく， とくに冬は厳

もあるO たいていの遺跡見学者は夏季にこの地域を訪れ，私自身も 3度訪ねたが，

いずれも夏であり，涼しくさわやかな天候のもとで遺跡を見ることができた。しかし，それ

は一年のごく限られた期間に過ぎない。地中海周辺地域とは大違いの風土なのであるO ロー

マ人はなぜ故地と離れた寒風吹きすさぶこのような辺地にまで進出し，それに大きなエネル

ギーと資金を投じて辺境属州ブリタンニアを守ろうとしたのであろうか。

2 

ニューカスルからローカル列車で、西へ約 30分ほど行くと，ヘクサム (Hexham)の町があ

る。 7世紀に起源を持つ美しい聖堂 (HexhamAbbey)があるこの cozyな町から「ハドリ

アヌス長城パスJに乗り，丘陵地帯のローマ遺跡にー数ヶ所立ち寄りながら西へ進むこと約

45分，旅人はウインドランダ (Vindolanda)の遺跡に到着するO ウインドランダという名は，

アントニー・パーリーによれば， Iケルト系」の言語 vindos，すなわち「白いj あるいは

「輝いているJという意の語と landa， つまり 「聞い地Jないし「芝地」を表す語が繋

がってできたものだという 8)。イギリス人は通常「ヴj インドランダに近い発音をするが，
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本稿ではラテン語発音の原則に従い， IウJインドランダと表記するO

ウインドランダは，ハドリアヌスの長城上に作られた要塞ではない。長城の南を東部に走

るいわゆるステインゲイト道 (StanegateRoad) に築かれた要塞である。この街道の方が長

城より先に作られた。ウインドランダに最初の木造の要塞が築かれたのは，アグリコラ総督

のもとで， ルグウァリウム (現カーライル) とコリア(ないしコルストピトゥム，現コーブリッ

ジ)とを結ぶこの街道が築かれてまもなくの時期，おそらく 85年頃のことであろう o 3.5 

エーカー(約1.4ヘクタール)ほどの広さの要塞で，土塁と堀に閉まれたものであり，約 500

名の歩兵が駐屯した。しかし世紀末にスコットランドからの撤退後の新しい戦略がはっ

きりした形であらわれ，ステインゲイト道沿いにいくつも砦が築かれて，帝国北部の国境と

しての機能を果たし始めると，ウインドランダの要塞は強化，拡張された。ブリテン島の北

部で物資を東側から西側へ輸送するために，ステインゲイト道の役割は重要で，ウインドラ

ンダはその警備の重要な要塞となったからである O 面積も倍の 7エーカー(約2.8ヘクター

ル)の規模になって，収容できる兵士の数も同じく倍の 1000名ほどになったと考えられる O

要塞の周辺には民間人の定住する地区 (vicus)も生まれた。

しかし，ハドリアヌスの長城が築かれると，それまでウインドランダ要塞が果たしていた

ステインゲイト道とその周辺の警備は，長城に接した大規模な要塞ハウスステッズが担うよ

うになった。ハウスステッズはウインドランダから北東へ5キロメートルほどのところにあ

り，ウインドランダよりやや大きい要塞である O 現在はナショナルトラストが所有し，イン

グリッシュ・へリティジが管理をしているが，要塞の形や機能がよくわかる遺跡、として多く

の見学者を集めているO この要塞に北辺防備の役割が移ると，ウインドランダ要塞は一時捨

てられたようになったが 2世紀の後半のマルクス・アウレリウス帝の治世(161'" 180年)

に再び強化された。今度は要塞を守る防壁や内部の建物が石で築かれるようになり 3世紀

前半には石造要塞のさらなる拡張がなされた。この要塞は 4世紀の終わり頃まで機能した

らしい。

ローマン・ブリテンの末期にはこの帝国北辺の地にもキリスト教が普及し，ウインドラン

ダ遺跡内部からも小さな教会の跡、が発見されているO ローマ兵が去ったのちも，ウインドラ

ンダには6世紀くらいまでは人が住んでいたらしい。そして， この地にローマの要塞があっ

たことは，その土地の住民には中世を通じて知られていたにちがいない。しかし，その存在

をイングランドに広く紹介したのは，近代初頭のウィリアム・キャムデン著『ブリタンニ

アJ(1586年)であった。その後， 18世紀の初頭から 19世紀の初めにかけて，この地を訪れ

た幾人かの旅行者がウインドランダを観察して記録に残した。さらには，ノーサンパランド

に駐屯した軍人ジョン・ウォーパートン CJohnWarburton 1682'" 1759年)が祭壇に用いた

供物台を発掘したり，好古家でローマン・ブリテン研究の画期をなしたジョン・ホースリ

CJohn Horsley 1684'" 1732年)が，碑文を熱心に記録した。 しかし，遺跡それ自体は囲い込

みのために要塞跡から石材が持ち出されるなどして荒療が進み，石碑は刻文が削られて墓碑
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G タイン 111

イングランド北部のローマ帯闇辺境地帯

ーハドリアヌスの長城
A アルベイア(サウス・シールズ)
B セゲドゥヌム(ウオールゼ、ンド)
C コリア(コーブリッジ)
D ウェルニウィキウム(ハウスステッズ)

• 1 d点、1ム E ウインドランタ。(チェスタ ホウム)• F レグウァリウム(カーライル)

j 
G マイア(ボウネス)
H ブJ)ガ(カークブライド)

• l エボラクム(ヨーク〉

K I'v1 
| J -…(リプー ) 
K マムキウム(マンチェスター)• L デウァ(チェスター)
M リンドゥム(リンカン)

に転用されるなどした。さらに，産業革命期の 18世紀末から 19世紀初め，ウインドランダ

周辺は石炭や鉄，鉛などの資源に恵まれていたため， こうした資源や石材，粘土などを扱う

人々が集まるようになって， ローマ軍が要塞を使用していた時代以来の活況を呈することに

なったが， このことも，遺跡の保存という点ではマイナスにしか働かなかった。

こうした中で，ウインドランダ遺跡の保存と研究という面できわめて大きな働きをなした

のが，アントニー・へドリー (AnthonyHedley 1777"""' 1835年)であるO 聖職者であった彼は，

1814年から，今日の考吉学的発掘という言葉に値する活動を初めてこの地で開始した。要

(Genius Praetorii)にガリア第4大隊長によって奉献された 3つの祭壇をはじめ，

貨幣なども発掘してその成果は大きかった。 さらに， ヘドリーは 1831年に遺跡、そばのチェ

ネリ一川東岸に小さな家を建てて， この地をチェスターホウム(Chesterholm)と呼んだ。

へドリーが 1835年 l月に肺炎で死亡すると，ウインドラン夕、、で、の発掘作業は一時休止す

ることになった。 19世紀の後半は，近隣のチェスターズ、やノ¥ウスステッズでの発掘作業が

進んだが，ウインドランダでの発掘作業が本格的に再開されたのは，第一次世界大戦後， と

くに 1929年にエリック・パーリーがチェスターホウムの敷地と隣接の農場を購入してから

である O エリック・パーリーはかのロビン・ G・コリングウッドに勧められてハドリアヌス

の長城の研究に向かった考古学者であるとともに，オックスフォードのロナルド・サイム教

授らとも親交のあるローマ史研究者であり，ハドリアヌスの長城やローマの軍制の研究に成
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果を上げた9)。そのエリック・パーリーの尽力により，この遺跡の全貌がかなり明らかに

なった。彼は，後期の石造要塞の西側，民間人定住地の下に 1世紀末の木造建造物や溝，塁

壁を発見し，また要塞の中の司令部の建物を検証したのである。

しかし， 彼の研究は第2次世界大戦の勃発で休止せざるをえなくなり， 戦後の 1950年，

ダラムのハットフィールド・コレッジの長として多忙になったために，彼はチェスターホウ

ムの敷地などを売却した。その後，パーリーとその周辺は発掘と研究を続ける必要を強く感

じていたが，ウインドランダ一帯の土地所有者との関係で難問が発生した。遺跡の残る地域

が，その地の，あるいは個人の利害関係のため，つねに発掘などの学問的活動に協力的であ

るとはいえないのはどこの国でも見られる事情であるが， ウインドランダもこの問題に苦し

むことになったのである O

この難題は，エリック・パーリーの二人の息子，すなわちコリングウッドにちなんで名付

けられたロビン・パーリーとへドリーにちなんで名付けられたアントニー・パーリーの活躍

で解決に向かった。二人の熱意と説得に応じて，それまでの土地所有者が好古家ダブニ・

アーチボルド夫人に敷地を売却し， 1970年夫人はそれを考古学研究のために贈与した。こ

れに基づきウインドランダ・トラストが設立され， ダラム大学教授であったエリック・パー

リーがその議長に就任した。そして，長男ロビン・パーリーは，夫人のパトリシアとともに

それまで務めていた教職を辞めてウインドランダに戻り，その発掘と研究に全力を傾注する

ことになった。彼の弟アントニー・パー 1)ーの方はオックスフォードでサイムにローマ史を

学び， ローマ帝国史の本格的な研究者として多大の成果を上げたが，帝政史ばかりでなく，

ローマン・ブリテンに関する書物や論文も多数発表している 10)。

1970年以来本格的に再開されたウインドランダ発掘と研究は， 1973年に以下で、述べる木

板文書が発見されて，一躍世界的に有名になることとなった。また，へドリーの建てた家が改

装されて博物館となり，そのそばに古代の神殿などが碍現されて，訪れた者が公園のように

憩える場所になっている O 要塞や民間人定住地の遺跡に付随して木造の砦や防壁も再現され，

ローマ時代の辺境防衛の実際を想像できるように工夫されてもいるO 現在は，ロビン・パー

リーがトラストの理事長となって発掘作業を進めているが，費用がかかる考吉学調査の前途

は決して楽観的なものではない。 しかし， 現在のところ， トラストの活動は盛んで， 1998 

年には女王エリザベス 2世もこの遺跡を訪ねてロビン・パーリ一理事長の説明を受けている。

2002年秋にはデュッセルドルフ大学を退職したアントニー・パーリーがウインドランダに

戻って，兄弟そろって研究に当たることになった。また， ロビンの 3男アンドリューも発掘

成果を発表するなど，後継者として育ちつつあるO あたかもウインドランダはパーリ一家の

家学の観すらあるが，地域と協調しながら多大の資金が必要な研究を進めるためには，推進

の核となる人材が必要なことはいうまでもなく， この点でウインドランダは恵まれているか

もしれない11)。もっとも， ウインドランダが他の史跡よりも格段に恵まれているのは， ここ

から多量のラテン語で、書かれた木板文書が発見された点であることは間違いない。
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第2章 ウインドランダ木板文書

今日ウインドランダを訪れて容易に観察できる遺構は，紀元3世紀初めに作られた石造の

要塞， ならびにその内部にあった司令部 (principia) と司令官の宿舎 (praetorium)であるO

ローマ時代後期のこの要塞の広さは 3.5エーカー(約1.4ヘクターノレ)ほどで， 500人程度の

兵士が駐屯できる規模であった。そして，おそくとも 220年頃からこの要塞にガリア第4大

隊が駐屯していたことが知られている O この部隊は4世紀の最後の四半期までここにいたら

しい。司令官の居所であった建物からは4つの祭壇が見つかっているが，いずれもガリア第

4大撲の隊長によって奉献されたものであるo 400年以降に建てられたと思われる小さな建

物が西端にあって，キリスト教会であったと考えられており， ローマン・ブリテン末期の北

部辺境におけるキリスト教の浸透をうかがわせる O 要塞の北東と南東の廉には便所があって，

一度に 12'""16人程度が使用できた。

この後期要塞の西側には，要塞と悶様に 3世紀に築かれた兵士用の浴場があった。この浴

場遺跡は， 17世紀にはドーム型の屋根がまだ残っていたことが好古家の記述からわかるが，

その後石材泥棒によって破壊されてしまい，現在では見ることができなしい2)。同じく後期の

石造要塞の西側にある 3世紀以降の民間人定住地も，その規模が現在もよくわかる遺構であ

るO しかし，石造要塞やこの民間人定住地の遺構のようには外観では見えないが，それらの

下に隠された初期の木造要塞が考古学的にはきわめて重要な意味を持っている。すでに述べ

たように，ウインドランダの要塞はその初期に幾度か規模を変えた。また，木造の要塞は 7

'""8年ごとに建物を建て替えねばならなかった。今日自にする後期の要塞は，より規模の大

きかった初期の要塞の上に，多少方向を変えて建てられているのであるO したがって，発掘

作業は，現在見えている遺構の下に，初期の木造要塞やその建築物，そして初期の民間人定

住地を探索するところまで進まねばならなかった。

ウインドランダの遺跡、には，後期の石造要塞や民間人定住地の他に，円形住居の跡や神殿，

井戸や貯水槽，そして 2000年の発掘作業で発見されたハドリアヌス治世以前の兵士用浴場

など，興味深いものが数多くあるo 1997年の発掘で見つかったティトゥス・アンニウスの

墓碑の断片は，この人物が「戦死」したことを伝えており，ハドリアヌス帝治世の初期にこ

の北辺の地で戦いが生じていたことをはっきりと示した重要な証拠となった。また，石造要

塞遺跡の北東のステインゲイト道沿いに立つ里程石柱(マイルストン)は，ウインドラン

ダ・トラストの発行する案内書によれば，元の場所に現在も立つブリテン島で唯一の口一マ

里程石柱として，ギネスブックに登録されているという 13)。しかし， このウインドランダの

名を世界的に有名にしたのは，この遺跡から数多くのラテン語で書かれた木板が出土したこ

とであった。
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1973年 3月の発掘時，ロビン・パーリーは後期石造要塞の外にある民間定住地の南の縁

に深く掘った排水溝で2枚の薄い木片を発見した。その 2枚は明らかに張り合わせられてい

て，それを剥がすと内側にはインクで蜘妹の巣状の文字が書かれているのが見えた。

かれているのか，また何語で書かれているのか，発掘者にはわからなかったが，専門家に分

析を委ねるためにおいた数時間の内に，その文字は消えてしまった。しかし，赤外線写真を

とって消えた文字を探ってみると，それは，ウインドランダに駐屯していた兵士に宛てて，

履き物やサンダルなどを送ることを約束した手紙だったことが判明したのである (VT II， 

346)。これがVindolandaWriting Tablets，本稿でいう「ウインドランダ木板文書Jの発

見であった。

ウインドランダでは，地中深く埋まってしまったローマ時代の遺物が， この地の嫌気性の

環境，酸素不足の土壌の中で幸運にも保存されたようであるO 靴や山羊皮製のテントなどの

革製品，布地，青銅や鉄でできた製品，そして木製品，なかんずく木板を今日に残した。木

板文書は， この発見の年に 86点発見され， 詳細に整理するとその文書数は 240以上になっ

た。以後さらに見つかつて， 1989年までに 1200点ほどになり， 現在では総数2000点以上

にのぼっているO ごく最近に発見されたものがウインドランダの遺跡博物館にある以外は，

すべて大英博物館に保存されており，その一部は同博物館のローマン・ブリテン・ギャラ

リーに展示されている (1981年に大英博物館が購入)。 同様の木板文書は， ウインドランダに

比較的近いカーライル，南西方向のりブチェスター(ローマ時代のブレメテンナクム)， さらに

南西のグロスターシアのレッチレイドやウエールズ南東部のケーリオン(イスカ)でも発見

されたが，その数はごくわずかで，ウインドランダの発見数には遠く及ばない。したがって，

なぜウインドランダだけに， という謎は残るのであるO その史料的な価値の重要さを考える

と，ウインドランダでの発見は奇跡、というに値するだろう O

2 

ウインドランダで発見された文字の書かれた木板は，正確にいえば2種類ある 14)。まず比

較的厚い板の中央を浅く彫り，そこに虫績を塗って金属製の筆で文字を書いて使用したものが

その Iつである。織は今日ほとんど失われているが，鉄筆で書かれた文章が木板に残って，

今日でも判読されるO このタイプの書板は地中海周辺地域に広く発見されており， とくにイ

タリアのボンベイから出土したものが古くから知られているO

しかし， ウインドランダ遺跡での発見を特徴づけるのは， このタイプのものではない。先

に紹介したように， ウインドランダで発見された文書の大半はミリから 3ミリ程度の厚

さ，葉書大の大きさの木片に，灰とゴム糊のようなものを、溶かして作ったインクで書かれた

タイプであった。使用したインク@ペンのペン先も発見されている。木の材質は樺ないしハ

ンノキ，まれに樫であるO 当時地中海周辺地域でもっともよく使用されていた筆記用の材料

はパピルスであったが，北辺のブリテン島では入手が難しく，軍隊などで簡単に作ることが
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でき，かっ安価な木の薄い板で代用したと考えられるO このような木片はブリテン島各地で

同じように使用されていたと思われるが，先に述べたように，ウインドランダ以外ではごく

わずかしか見つかっておらず，その理由は不明であるO 遺跡地層の保存状態の差にその理由

の一端を求めることができるかもしれない。 というのも， ウインドラン夕、、は地下水位が1.5

メートルほどで，木板文書が見つかった層はそれよりさらに下の，地表から 4メートルほど

のところであるO 絶えずポンプ。で、排水しながら発掘作業をしなければならない。木板発見後

は，遺物を傷っけないように地層をブロック状に切り出して地上で解体して調べるという

間のかかる手段をとらざるをえなかった。

さて， この木板文書は，発見された地層や他の出土物から考えて，廃棄されたものであっ

たと見られる。ゴミと思われるものと一緒に木板は発見され，焼かれた跡の残る木板もあっ

た。また，後述するように， この中には多数の軍事関係の記録が含まれているが，原本では

なく，写しであろうと考えられている 15)。使われている言語はラテン語で，かっ草書体で、記

されているO 速記法が使用され，綴りの間違いもあり，何より残存状態が悪くて欠損部分が

多いため，木板文書の判読は困難を極めている。古典文学作品のような整った文章でもない

ため，解読は容易でない。パピルス学の伝統のあるイギリスの学者をもってしでも完全に読

み解くことは難しい。

しかし， アラン・ボーマンとデビッド・トマスの 2人が， 1973年から 1976年にかけて発

された文書の主なものを 1983年に校訂して公刊した16)。さらに， 1994年には，先のテキ

ストを改訂したものに 1985年から 1989年の聞に新たに発見されたものを加えて 2度目の

テキストを公刊した17)。ボーマンは同年， この文書を理解するための良き導きとなる研究書

も出版したが18)，それによると 2度目のテキスト刊行の際に集めた文書のうち，おおよそ

200ほどのものから意味のある文章が読みとれるという 19)。現在ボーマンらは第3のテキス

トを準備中であるO アラン・ボーマンが代表を務めるオックスフォード大学古代文書研究セ

ンターは，すべての木板文書の写真のコンピュータ化によるデジタルイメージを作成した。

デジタルイメージの作成によって，文書の読み取りが改訂されて，今後より正確になるもの

と期待される。一方，文書の発見者であるロビン・パーリーとその弟アントニー・パーリー

も，独自にテキストの読解と研究を進めている。

本稿では，以下でこの文書を引用するに当たり， ボーマンらの第2番目のテキスト (The

Vindolanda Writing-T，αblets， T，αbulae Vindolandenses II，以下 VTIIと略記)を主として用い，

その番号を示すことにする。そこに収録されていないものは，発描後の査録番号(Inv.と略

記。ただし，内容の理解はアントニー・パーリーの近著に拠る)を示すことにしたい。文書の校

訂・解読そのものに関しては，第 2番目のテキストやボーマンの 1994年出版の研究書20)，

ならびにアントニー・パーリーの近著『ウインドランダでの駐屯軍生活j(2002年出版)21)に

原則として従う O ただし，ボーマンもアントニー・パーリーも，現在私が関心を抱いている

近年の「ローマイヒJや「ケルト」に関する議論に直接には参加しておらず， したがって，本
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稿の以下でなされる史料の読み取りと事実確定を超える議論の展開は私自身のものである。

さて，地層や出土物の検討により，ウインドランダ遺跡の年代は， ロビン・

パーリーにより 7期に分けられている 22)。最初の木造の要塞が築かれた 85年頃から 92年頃

までが第 1期で，要塞の広さは最大でも 3.5エーカーほどであった。 トゥングリ第 1大隊が

ここに駐屯していた。 R・パーリーはその後の要塞が7エーカーほどに拡張された時期を 2

分して， 92年頃から 97年頃までを第2期， 97年頃から 103年頃までを第3期としているO

この第2期にはトゥングリ第 1大隊，第3期にはパタウィ第9大隊，および向第3大稼の一

部が駐屯していた。さらに，第4期が 104年から 120年頃までで，この時期には再びトゥン

グリ第 1大隊が駐屯していたが，他の箪団からの分遣隊もいたらしい。そして， 120年から

130年頃までが第5期であり， 駐屯していた部隊が何であったかは現在のところ知られてい

なし1。第5期の後の 30年間ほど， ウインドランダについて詳細は不明である。先に触れた

ように，長城建設後の防衛システムの変更が関係しているのかもしれない。

マルクス・アウレリウス治世の初めに当たる 160年頃から，ウインドランダに新しい強固

な要塞が築かれるようになるO この 160年頃から 180年頃までがウインドランダのローマ占

領の第6期とされている時期で，要塞は面積が縮小して 4エーカーほどとなった。駐屯して

いたのはネルウィ第3大紫である。 180年頃から 200年頃までが第 6A期で，面積は 7エー

カーほどに再び拡大した。 205年頃から 213年頃まで第 6B期で，要塞は再び4エーカーほ

どに縮小されているo 213年以降の第7期は， ガリア第4大隊が駐屯した時期で，要塞の面

積は 3.5エーカーにさらに縮小されているO

ウインドランダ文書が実際に書かれた時期は，ほとんどが第2期以韓，第5期までであり，

とくに第2，......， 4期である。第 1期に属する地層から発見されたものがあるが，第2期の地層

から沈み込んだ可能性を排除できない。第2期から第4期というのは， ローマ帝国の中央政

治の歴史に照らすと，フラウィウス朝第3代の皇帝ドミティアヌス帝の治世後半から，彼の

暗殺を経ていわゆる五賢情の最初ネノレウァの程い治世，そして帝国の最大版図を達成したと

されるトラヤヌス帝の治世におおむね相当するo 117年にトラヤヌス帝の跡を襲ったのが，

長城を建てさせたかの皇帝ハドリアヌスであるから，ウインドランダ文書は，長城の築かれ

る前のブリテン島のローマ軍の様子を今に伝える史料ということになろうO

文書の内容は記録類と書簡に 2分できる。文書，とくに書簡は，葉書大の薄い木板に，木

自に沿って文章が書かれ，書かれた面を内側にして折り畳まれて，おそらく封印された。記

録類のなかには帳簿的なものが含まれており，それは木目に直交する方向で書いて 2つ折り

したものを，両縁に穴をあけて数枚蛇腹式になるように繋いでいったらしい。

ところで，ウインドランダの要塞に駐屯したのは，ローマ市民権保有者から成る正規の軍

団ではなく，市民権を持たない兵士から成る補助軍部隊であった。そして，文書に直接関係

するのは，第3期に駐屯したパタウィ第9大隊と第 l大政，そして第 1期 2期 4期に駐

屯したトゥングリ第 1大隊であるO パタウィ第9，および第 1大隊は， ライン川河口，現在
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のオランダに当たる属州ガリア北部地域から来ていた。ゲルマン人のパタウィ族から構成さ

れた部隊であるO タキトゥス『ゲ、ルマニアJl(第29章)によれば，パタウィ族はライン川の

河口の三角州に住み，ガリアに住むゲ、ルマン起源の部族の中でもっとも勇敢な人々であると

いう O 一方， トゥングリ第 1大隊も，属州ガリア北西部のトゥングリ族出身者から成る部隊

であった。トゥングリ族の名は，今もベルギーのリエージュ市の北方にあるトンヘレン

(Tongerenないし Tongres) という町の名に残されており， この町には現在ローマ軍要塞の

跡が残っていて，新設されたガロ・ローマ美術館が出土物を展示しているO このように，文

したウインドランダ駐屯軍の一般兵士は，イタリア半島や地中海周辺地域から来た正

規のローマ軍団兵で、はなく，ブリテン島に比較的近い属州ガリアの北部から来た人々であっ

た。この点には充分留意しなければならなし1。文書には， こうした兵士たちの日常を再現す

るような記録や書簡が数多く含まれているO 次にそれを紹介しつつ，帝国辺境におけるロー

マ軍兵士の実態をまず観察してみよう O

3 

ウインドランダ文書は，その内容と性格において，何より軍事関係資料であるO その点を

もっとも明瞭に示しているのが，戦力報告書であろうO しばしばそのよい例として紹介され

るのが， トゥングリ第 1大隊の現有戦力が報告されている文書である (VTII， 154)。この文

書の材質は，珍しく樫の木であって，大きさも通常の木板の 2倍ほどである。そこには，あ

る年の 5月18日付で，ユリウス・ウェレクンドゥス隊長指樺下にあるトゥングリ第1大隊

の戦力が記されていた。この文書は一番深い第 l期に属する地!脅から発見されているが，先

にも触れたように，第2期の地)脅から沈んだ可能性もあるO

それによれば，総数752名のうち 5名の百人故長を含む456名の兵士が不在で，ひとり

の百人隊長と 296名が陣営に駐屯しているO 不在の兵士のうち 2人の百人i家長を含む337

名はコリア (Coria) におり， また 46名が軍国司令官(ないし属州総督)の護衛兵 (singula-

res) として働いている。他に， ロンディニウムに百人隊長が 1人， 現文書では判読できな

い部分に書かれているため所在地が不明の 5ヶ所に， 百人隊長2名を含む72名がいる O こ

の文書にあるコリアとは，ウインドランダと同じようにステインゲイト道沿いにあるコーブ

リッジの要塞のことで，ウインドランダの東20キロメートルのところである o A ・パー

リーは， ここにいる 337名は新兵であろうと見ている23)o

この文書にはさらに，現有の要塞戦力の中に，病人が 15名，負傷している者6名， 日の

病気を患っている者(lippientes)10名，合計31名がいて，健康な者の数が265名であるこ

とも記しているO かつて， ローズ、マリ・サトクリアがローマン・ブリテンを舞台にした歴史

小説の一つ『第九軍団のワシJl (1954年)において，主人公を目の病を治す医者として設定

したが，実際に当時のローマ常国においては広く，とくに北の辺境には目立って多く眼病

(lippitudo)を患う者がいたことが， こうした生の史料からも判明するのであるO
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次に注目される は， レヌンティアと呼ばれる あるo 30点以上残さ

れているが，一文書(Inv.1418)を除いて全くの断片に過ぎない。その lつ (VTII， 127)は，

欠損が多いが，おおよそ次のようなものである O

「パタウィ第9大隊報告。全員が就くべきその部署にあり O 装備も万全である。オプ

ティオネスとクラトレスが報告す。オプティオのウェレクンドゥスがこれを発給す。J

レヌンティアには一定の書式があって，最初に日付(日・月のJI境)，部隊名が書かれ，次い

で簡単な 7語のラテン語で配置，装備の万全であることが記された (omnesad loca (あるい

はlocum)qui debunt et impedimenta)。また，報告の最後は「オプティオネスとクラトレス

が報告す」と結ぼれた。クラトレス (curatores)はどのような役職か不明だが，オプティオ

ネス(単数オプティオ optio) は， 百人隊長代理というべき地位の兵士で， ローマ軍の内部で

文書を用いる行政職的な性格の強い役職であったと考えられるO 隊長への部隊査察報告書で

あるが，辺地の補助軍部隊であれ，日常のレヴェルでも口頭ではなく

ろに注目できょう O

なっているとこ

レヌンティアとならんで，休暇願いも軍事関係文書としてのウインドランダ文書を特徴付

ける史料である O 現在 12点ほど数えられるものから，比較的欠損の少ないものを 1点， 直

訳調で紹介しよう O

fわたしは，ウノレキウムでの休暇をお認めいただくに値する人間だと貴方がお考えく

ださるようお願いいたします。J(VT II， 174) 

この文書に見えるウルキウムが現在のどこに当たるかははっきりしないが A.パーリー

はウインドランダとコリア，すなわち現在のコーブリッジとの間にあるニューパラではない

かとみている 24)。休暇を過ごす場所が判明しているのは，他にはコリアだけであるが，兵士

たちは休暇を過ごすのにそう遠くまで出かけることはしていないように思われる O 宛名は，

大隊の長であるケリアリス宛のものが6点，ケリアリスの先任のフラウィアヌス宛が l点，

第4期の隊長プリスクス宛のものが 1点で，休暇願が要塞の最高指揮官にあてて書かれたこ

とがはっきりしている O

さて，要塞にj駐屯する部隊の間では，作戦や種々の実務のために数多くの公式・非公式の

連絡が飛び交ったが，そのためにこうした木板文書が用いられた。公的な連絡の文書の代表

が， 物資の供給に関わるものである。そもそも 1973年3月の最初に発見されたウインドラ

ンダ文書がこれに関するものであったが，その第 1面には「私は貴方に，サットゥアから，

( )の履き物 (udo)， 2足のサンダル (solea)， 2組の下履き (subligar)， 2足のサンダル

…を送った」と書かれていた (VTII， 346)。また，第 1期の隊長ウェレクンドゥスの奴隷



14 南川高志

に宛てた手紙 (VTII， 302)では， rつぶした豆2モディウス，ニワトリ 20羽， リンゴ 100個，
いいのが見つかればだが。それに卵 100個ないし 200伺，適当な価格で売っておれば，

…jと買い物の指示が書かれているO さらに，ウインドランダ文書中，現段階で最も長文

の「オクタウィウスのカンディドゥス宛て書簡J(VT II， 343) もまた， これに属するもので

ある O 横 18.2センチメートルで、縦7.9センチメートルのものと，横 17.9センチメートルで

縦 7.9センチメートルのものの 2枚の木板から成るこの手紙は 2枚がそれぞれ折り曲げら

れているので，書かれた部分は 4面あり，合計45行になるが，全面が物資の供給とその支

払いに関わる話に費やされている。

一方，非公式な連絡の文書としては，推薦文書が紹介に値するO 例えば，要塞の隊長フラ

ウィウス・ケリアリスは，クラウディウス・カルスなる同等の隊長クラスの人物から，ブリ

ギオヌスなる者を貴方に紹介したいと一書簡で請われている。その理由は， このブリギオヌ

スなる者をルグウァリウムの地域担当百人隊長であるアンニウス・エクェステルに推薦して

ほしいからだと述べられている (VTII， 250)。

ルグウァリウムは現カーライノレで， ウインドランダの西方に当たるO ここで述べられる地

区担当百人隊長 (centurioregionarius) の仕事や権力については， 史料の少なさゆえに明確

にできることはわずかであるO しかし，補助軍の百人隊長ではなく，正規軍団から来た者で

あって，辺境の地域住民を具体的に統治する責任を帯びていたと思われるO 一方，ブリギオ

ヌスなる者は， その名の冒頭の Brigーからして，地元住民，ないしはブリテン島在住の者で，

おそらく商人ではないかと考えられる 25)。その商業活動のために駐屯軍との繋がりが必要で

あったのではないかと推定できる。地域担当百人隊長は， ウインドランダ駐屯のケリアリス

隊長ではなく， エボラクム(現ヨーク〉駐屯の第9軍国司令官によって派遣され， 司令官に

責任を負う者であろうが，ブリギオヌスとしてはまずは補助軍大隊長のケリアリスの面識を

得て，その推薦をもらって地区担当百人隊長に面会するのが順序と考えたのであろう O

ウインドランダ文書に見える辺地のローマ軍の日常は，以上にみたように驚くほど書かれ

た文書が飛び交うものであった。もちろんそのうちのかなりのものは書式がある程度決まっ

たものでもあり，高度な書き言葉としてのラテン語能力を必要とはしない。しかし，口頭で

はなく，すべてを書かれた文書を介しておこなう文書主義に， ローマ軍のある意味できわめ

て近代的な性格を認めないわけにはゆかないのであるO ここで問題となるのは兵士たちのリ

テラシーであろう O これを厳密に計ることは容易でないが， ウインドランダでなされた辺境

紡衛活動が， ローマ市民権を持つ正規軍団兵士ではなく，属州ガリアの北部から来ていた補

助軍兵士のそれである点を重視するべきであると思われる。

4 

ウインドランダ文書の特徴は，すで、に公的な性格を持つものを紹介したように，多く

簡を含んでいることであるO 私的な書簡の中には，当時の人々のあからさまな気持ちが伺わ
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れるものがあるO 例えば，マイヨルというおそらく民間人がマリティムスなる人物に宛てた

手紙(Inv.1022)では， [""今私はこの手紙を書きながら，ベッドを暖めています」と記してい

て，ベッドの中で手紙を書いていることを隠していない。ソッレムニスなる人物がパリスと

いう同僚に宛てた手紙 (VTII， 311) には， パリスが自分に手紙を書いてこない筆無精に，

はっきりと不平を言っているO

現在解説されている書簡の中では，パタウィ第9大隊の隊長であったフラウィウス・ケリ

アリスに関係する書簡が自立って多い。第2のテキスト刊行 (VTII)に含まれる意味のわ

かる書簡 156通のうち， ケリアリス関係は 66通を占めるO さらに興味深いのは，彼の妻で

あったスルピキア・レピディナに関する私的な書簡が4通あることだ。ローマの軍事制度の

もとでは，兵士は在勤中の結婚と家庭生活を許されていなかったが，属州、i総督や隊長だけは

別であった。ウインドランダでも，隊長は夫人を伴い，陣営の中の司令官宿舎で通常の家族

生活をおこなっていたのであるO そして，ウインドランダ文書の中でもっとも興味深し

といえば，間違いなくこの隊長夫人に宛てて書かれた次の手紙，すなわちレピディナに宛て

てクラウディア・セウェラなる女性が出した誕生日パーティの招待状であろう O

「クラウディア・セウェラより親愛なるレピディナ様へ。 謹啓。 来る 9月11日に，

姉様，私の誕生日の祝いに貴女様が来てくださり，また貴女様が来てくださることで私

の誕生日がより楽しいものになるよう，ここに御招待申し上げる次第です。御主人ケリ

アリス様にもどうかよろしくお伝えくださし1。私の(夫)アエリウスと私たちの幼い息

も，御主人様に御挨拶を申し上げます。親愛なる私の姉様。貴女様がお健やかでい

らっしゃるように，心からお祈り申し上げます。スルピキア・レピディナ様，フラウィ

ウス・ケリアリス様の御夫人へ。セウェラより。J(VT II， 291) 

クラウディア・セウェラよりスルピキア・レピディナへの手紙

写真の掲載は，大英博物館とオックスフォード大学古代文書研究セン
ターの許可と御厚意による (Bycourtesy of the British Museum and the 
Centre for the Study of Ancient Documents， University of Oxford)。
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き手のセウェラは，ケリアリスと同じく隊長であったアエリウス e ブロックスの妻であ

り，彼女からレピディナに宛てたもう 1通の手紙も発見されている (VTII， 292)。さらに，

このセウェラの手紙に似た筆跡のものが l通あり (VTII， 293)， おそらくパテルナという名

の女性からの手紙 (VTII， 294) も1通残されている。こうして私たちは， ウインドランダ文

おかげで， 1900年も昔の女性が書いた， しかし現代とほとんどかわることのない交際

の様子を示す手紙を読むことができるのである。

稼長一家の要塞での生活の一端も，文書と出土物から明らかにすることができるO 例えば，

ローマの大詩人ウェノレギリウスの叙事詩『アエネイスJの一節ラ第9歌 473行が書かれた文

る (VTII， 118)。これは，綴りが間違っており，書かれた字体ともあわせて，おそら

く子どもの教育用に練習帳として用いた木板であろうと考えられているO 勉強の合間に子ど

もが書いたと思われる落書きを残した文書も見つかっている (VTII， 121)。隊長の宿舎には，

夫妻だけでなく子どもたちも一緒に生活しており，子供用の履き物も出土しているO 出土物

にはほかに女性用のスリッパやへア@ピースもあって，北辺の要塞とはいえ，球長一家に関

してはごく普通の家族生活が営まれていたことを教えてくれているのであるO

さて， レピディナに手紙をよこしたセウェラの夫ブロックスは，ステインゲイト道西端の

ブリガの要塞の守備隊長であった。先の誕生日の招待状に見られるように，隊長の家族は，

このような北辺でも行き来しながら親密な交擦をおこなっていたわけであるO こうした社交

には，文学的な営為をともなっていたであろう O 先の子どもの勉強用の fアエネイス』とは

別に， 2002年の発掘では向じくウェルギリウスの f農耕詩J第 l巻 125行が記された木片

が出土した。軍隊の活動を離れて， このような社交やコミュニケーションがとられていたこ

とは興味深い。さらに当時の人々の交際の実態を知るため，コミュニケーションの範囲を調

べるべく，文書中で言及される地名に注目してみよう O

文書に現れるのは，ウインドランダと同様にステインゲイト道沿いの場所が多 ~\o カーラ

イルとコーブリッジが頻繁に言及されるのは当然であろう O 他に，ステインゲイト道の西端

にあたる現カークブライドに同定されているブリガ¥およびステインゲイト道沿いでウイン

ドランダの西方にあるニューパラに比定されるウルキウムが見られる O ハドリアヌスの長城

より北にある場所は， コーブリッジの北方に位寵するブレメニウム(現ハイ・ロチェスター)

だけで，それも時期的にずっと離れた 2世紀後半の文書に 1度だけ言及されるにすぎない。

長城以南では，正規軍国陣営であるエボラクムや同様の木板文書が見つかったブレメテンナ

クム(現リブチェスター)， そしてロンディニウムなどがみられるが， しばらく正規軍団陣営

であり， コロニアの地位を得たはずのリンドゥム(現リンカン)は， 現在の文書ではみられ

なし1。首都ローマも登場しており (VTII， 283)， A"パーリーはローマへの旅行の費用の話

として考えようとしているが欠損多く文脈は正確には理解できない。

先に引用した戦力報告書では， ウインドランダに不在の者が駐在する場所として，最も多

かったのは近隣のコリアであり， ロンディニウムはわずか 1名だけであった。休暇を過ごす
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のもコリアが多かったと思われるO 従って，属州総督や軍上層部からの連絡を別にすれば，

ウインドランダの一般兵士がブリテン島広く，あるいは大陸とコミュニケーションをもって

いたとは想像しにくいのであるO

では，彼らは地元のブリトン人たちと密な関係を持っていたのであろうか。

5 

すでに述べたように，ウインドランダという名はローマ軍到来以前からあった名称であ

るO 現在のところ，ローマの要塞建設以前にブリトン人がこの地域に居住していた痕跡は

見つかっていないが，ウインドランダ要塞のある場所はJ11の合流する地点に近いから，原住

民の神域のようになっていた可能性はあろう 27)。ただ，実際にウインドランダ文書の中に

「ブリトン人」という呼称が登場することはきわめて稀であるO 先に紹介した推薦状にブ

リトン人らしき人物が現れているが，集団として，あるいは「他者」としての「ブリトン人

(Brittones) Jに言及する文書は，わずか 2点に過ぎない。その一つは，物資供給の手紙の中

で， r貴殿はブリトン人の車から， 381モディウスの穀物を受け取るだろうJ(Inv.， 1108) と
ある箇所である28)。しかし， ここからローマ軍兵士とブリトン人との関係を考える手がかり

は得られなし1。もう一つは， 1985年発見の軽蔑的な表現を含んだメモのような文書であるO

「……ブリトン人たち (Brittones)は武具で身を守ることはない(?)。多くの騎兵がいるO

騎兵たちは剣を用いることはしない。哀れなブリトンの輩 (Brittunculi)は投げ槍を投ずる

ために馬に乗ることをしない。J(VT II， 164) 

このメモのような文書が何を伝えようとしたものかはわかっていない。従って，残念なこ

とに， ウインドランダ文書には現住ブリトン人の活動やローマ人(ないしローマ補助軍兵士)

との関係を直接的に明らかにする手がかりは含まれていないのである。先行研究も，ウイン

ドランダ文書が与える情報はローマ軍兵士やその家族の活動に関するものであって，ブリテ

ン島駐屯の「ローマ化したJガリア出身兵士に関する知見は得られでも，属州ブリタンニア

の原住民，ないしその「ローマイ七Jに関する知見は得られないと見るのが一般的であった。

メモらしき如上の文書に見えるブリトン人に対する軽蔑的な表現「哀れなブリトンの輩J

(Brittunculi)は， ロー としてこの北辺に駐屯したローマ市民兵か「ローマ化したJ

ガリア出身補助軍兵士の眼差しを表すものであることが強調されている29)o

先のメモらしき文書の意味や記述の目的ははっきりしないが，ローマ軍側のブリトン人現

住民に対する他者認識の一端をうかがわせるものには違いない。もう l点， この問題を考え

るための参考となる手紙を取り上げよう O それは，血を流すまで杖で打たれたらしい男が上

官に抗議している手紙 (VTII， 344)である O そこには「私は海外から来た者 (trasmarinus)， 

無実の者が杖で打たれて血だらけになることを許さぬようお慈悲を請う」とあって，ボーマ

ンや A・パーリーも指摘するように，この手紙の書き手は，地元のブリトン人なら杖で打

たれでも当然と考えているのである30)。こうした史料からは， ウインドランダの兵士たちが，
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自らを地元のブリテン島住民より社会的に上の存在として位置付けていたことが判明する。

先に述べた隊長一家の生活や交諜，兵士の行動範屈などを合わせて考えると，ウインドラン

ダのローマ軍は，支配者として地元住民から浮き上がった存在であったように見える O

しかし，ローマ軍兵士とブリトン人との関係をあまりに隔絶したものと考えるのは今日的

ではない。先の史料を基にして，属州、iガリア北部出身の，従って「ローマイヒ」の遅れた地域

から来ている補助軍兵士すら， ブリテン島住民を見下す態度をとっていた， と強調するのは，

イタリアや地中海沿岸地域を基準にした一方的な見解であって，近年批判されている「ロー

マ化J概念の!日弊を引きずる説明であろうO 実際，辺境における生活のために，ローマ軍兵

士は在地のブリトン人と関わりを持たざるをえなかった。例えば，ガヴォ (Gavoないし

Gavvo)なる人物が隊長フラウィウス・ゲ、ニアリス宛書簡などに数度 (VTII， 192; 207; 218)， 

種々雑多な品物の供給者として登場しているが， Iケルト風」の名を持っこの人物を A.

ノてーリーは地元のブリトン人と考えている31)。さらに，すでに見た推薦の手紙が示すように，

ブリトン人とおぼしき人物が隊長クラスの人たちと交擦をしている事実があった。そもそも

ウインドランダ文書の時代よりも以前，ま己元 69年前後にはブリテン島住民から軍隊が編成

され，アグリコラ総督がスコットランドで戦った時には，そのローマ草部隊にはブリトン人

が含まれていた(タキトゥス『アグリコラ』第29章，および第32章〉。また，パタウィ族の兵士

やトゥングリ族の兵士がブリテン島に派遣されたほぽ向じ時期に，明らかにイングランド北

部の住民から編成されたブリトン人の小部稼 (numeriBrittonum)が属州ゲ、ルマニアの辺境

に派遣されていることがー碑文より知られている32)。そして， ウインドランダ文書に現れる

人の名前も， ローマ(ラテン)風の名が多いが， Iケルト風」の名，ゲルマン風の名と研究者

がみなしている人物名もたくさん混じっていること33)も忘れるべきではない。

おわりに

ウインドランダ遺跡、では， 2001年の発掘で遺跡敷地の北西端，ステインゲイト道のすぐ

近くで神殿が発見された。この神殿はこの地に初めて要塞ができた頃に建てられ 2世自己の

終わり墳には火葬の墓所にするために壊されたと推定されているO どのような神を配ってい

たかは不明であるが，形式からしていわゆる「ローマェケルト風j神殿とされている300 ま

たウインドランダでは，駐屯した兵士の出身であるパタウィ族の主神マグサヌスも崇拝され

ていたことが判明している35)。別のところで詳論するが36)， ローマ時代のブリテン島では，

兵士や住民の残した彼らの信仰に関わる史料からは， ドルイドに対するローマ政府の断国た

る態度を別にすれば，宗教関係では乳繰は生じていない。駐屯する兵士も先住の民も，それ

ぞれに自身の神性に頗いをかけていて，他に干渉していない。そこには， これは「ローマJ

のものであり， これはそうではないといった不寛容な峻別は存在しないのである。

実際，辺境の地に立つ者，兵士たちの日常は，ウインドランダ文書に見えるように，淡々
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と日々の課題をこなすものであった。生活に必要な物資を確実に入手することに多大の関心

を有し，義務としての配置や装備点検を怠らず，また休暇を待ち望んでいた，そのような

臼々である。一般の辺境防衛の兵士は，政治担当階層のような全領土を見渡す帝国理解は持

ち合わせていなかったであろうから， 軍旗のもとで戦いに臨む時を除けば， rローマ帝国J
の拡大や防衛などという観念からは縁遠かったと思われる。兵士たちは軍務に忠実であり，

帝国の兵士であることを誇りに感じていたとしても，そのことが「属州Jや f領土Jといっ

た「帝国」の認識を持ち合わせていたかどうかは疑問であるO

日常生活のために，彼らは地元のブリトン人と接し，時には境界の柵を越えて現地人と交

渉した。退役した兵士が帰郷せずに陣営の近くの民間人定住地やブリテン島内の都市的定住

地に落ち着くようになり，またそうした住民たちからローマ軍兵士が徴募されるようになれ

ば，地元の住民との関係は一層親密なものとなった。彼らの信仰の世界は，アイデンティ

ティの定義に困るほどの重層性を見せているO 要するに，帝国辺境におけるローマ軍兵士の

行動は， ローマ帝国に属する者としての自らを他者から差異化しつつも，現地住民に対して

排他的に支配を押しつける先兵のそれだけではなかったのであるO

総じて， rローマ人」と「非ローマ人j などという単純な二項対立やそれに類する説明に
は収まりきらない状況が，辺境地帯の日常には展開していたと考えられよう O ローマ軍兵士

が地元住民から一歩離れた自己認識を有しており，行動も隔絶していた部分があったが，同

時に近代的な民族概念や法的思考に基づいてリジッドに理解するよりも，純粋な文化やその

混ざりあいでは読み解けないハイブワディティ(異種混清性)を前提に考えてみた方が，そ

の実態を把握しやすい面も辺境には存在した。ウインドランダの事J清から，現段階でとりあ

えずこのような点が導き出されるのではなかなろうか。

ウインドランダ遺跡、における発掘活動はこれからも継続され，新たな木板が数多く発見さ

れて，本稿の段階では解明しえないような問題に関して，新知見を与えてくれるかもしれな

い。今後の新たな情報に期待しつつ， このささやかな調査報告を措筆したい。
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«English Summary» 

Vindolanda: History and the Writing Tablets 

Takashi MINAMIKA W A 

Vindolanda, in the north of England, is one of the most well-known Roman forts 

along Hadrian's Wall. The remains of the third and fourth century stone fort and civil­

ian settlement are clearly visible. Vindolanda is very famous among scholars of An­

cient History for the discovery of many wooden tablets. In the summer of 2002, the 

author of this paper visited Vindolanda again and met Dr. Robin Birley, the Director 

of Excavation. Getting more information on Vindolanda from this research trip, in 

this paper the author tries to explain the history of Vindolanda and to consider the 

structure and character of the world of the Roman soldiers on the northern frontier 

by analysing the Vindolanda writing tablets. His provisional conclusion is as follows: 

The world which the writing tablets show us is a space for Roman soldiers from 

other provinces. For the soldiers who acquired an identity that differentiated them 

from the indigenous Britons, whom regarded as "other", the Roman Empire embod­

ied the norm for their life; however, it exercised no exclusive rule that distinguished 

between the "Romans" and "others". Rather, the world of the Roman soldiers on the 

nothern frontier was a space where people with variable identities could live and 

work together. 


